
平
成
十
九
年
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北
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す
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の
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す
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再
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問
主
意
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北
方
領
土
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
実
効
支
配
強
化
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
三
一
六
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
ロ
シ
ア
が
不
法
占
拠
し
て
い
る
国
後
島
に
お
い
て
ロ
シ
ア
政
府
が
進
め
て
い
る
港
湾
改
修
事
業

に
、
日
本
の
企
業
で
あ
る
三
興
プ
ロ
グ
レ
ス
社
が
サ
ハ
リ
ン
の
建
設
会
社
で
あ
る
ト
ル
ー
ド
・
サ
ハ
リ
ン
社
と
の
間
で
輸
出

契
約
を
結
ん
だ
鋼
材
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
以
下
、
「
輸
出
問
題
」
と
い
う
。
）
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
き
、

「
外
務
省
と
し
て
は
、
三
興
プ
ロ
グ
レ
ス
株
式
会
社
よ
り
、
同
社
が
ロ
シ
ア
企
業
に
対
し
鉄
鋼
製
品
を
輸
出
す
る
際
に
、
北

方
四
島
で
当
該
製
品
を
使
用
し
な
い
と
の
契
約
を
結
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
ロ
シ
ア
企
業
が
契
約
内
容
に
違
反

し
て
国
後
島
に
輸
送
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
同
社
に
お
い
て
法
的
手
段
を
含
め
た
対
抗
措
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
で
は
我
が
国
の
企
業
と
北
方
領
土
を
除
い
た
ロ
シ
ア
国
内

で
の
輸
出
契
約
を
結
ん
だ
ロ
シ
ア
企
業
が
、
右
契
約
に
反
し
、
我
が
国
企
業
が
輸
出
し
た
物
資
を
北
方
領
土
に
輸
出
す
る
等

の
契
約
違
反
を
防
止
す
べ
く
、
外
務
省
と
し
て
ロ
シ
ア
政
府
に
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
し
て
い
る
か
。

二

二
〇
〇
七
年
十
二
月
十
五
日
付
の
新
聞
に
よ
る
と
、
北
海
道
内
の
水
産
業
者
の
投
資
・
技
術
援
助
を
前
提
に
、
国
後
島
の

水
産
会
社
ボ
ズ
ロ
ジ
ジ
ェ
ニ
エ
社
が
ナ
マ
コ
養
殖
事
業
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
る
が
、
外

一



務
省
は
右
の
ボ
ズ
ロ
ジ
ジ
ェ
ニ
エ
社
に
よ
る
ナ
マ
コ
養
殖
事
業
計
画
（
以
下
、
「
養
殖
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

事
実
関
係
を
把
握
し
て
い
る
か
。

三

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
企
業
が
直
接
で
あ
れ
、
他
の
仕
向
地
を
迂
回
し
て
で
あ
れ
、
あ
た

か
も
北
方
四
島
に
対
す
る
ロ
シ
ア
連
邦
の
管
轄
権
を
前
提
に
し
た
か
の
ご
と
き
形
で
北
方
四
島
を
最
終
仕
向
地
と
す
る
輸
出

等
を
行
う
こ
と
は
、
我
が
国
の
立
場
と
相
容
れ
な
い
と
の
立
場
に
立
っ
て
指
導
し
て
き
て
お
り
、
理
解
を
得
ら
れ
て
き
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
養
殖
事
業
計
画
」
の
進
行
は
、
右
答
弁
で
い
う
外
務
省
及

び
政
府
の
「
指
導
」
が
何
ら
効
果
を
上
げ
て
い
な
い
こ
と
の
証
左
で
は
な
い
の
か
。

四

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
八
五
号
）
で
触
れ
て
い
る
、
ロ
シ
ア
が
発
給
す
る
ビ
ザ

を
受
け
て
北
朝
鮮
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
労
働
者
が
北
方
領
土
に
入
り
、
国
後
島
古
釜
布
の
裁
判
所
の
建
設
現
場
で
働
い

て
い
る
問
題
（
以
下
、
「
外
国
人
労
働
者
問
題
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
外
務
省
と
し
て
実
態
を
把
握
す
る
に
至
っ
て
い

る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
外
務
省
と
し
て
、
外
交
経
路
を
通
じ
た
申
入
れ
等
に
よ
り
お
尋
ね
の

事
実
関
係
の
確
認
に
努
め
、
関
連
の
情
報
を
入
手
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
公
式
に
確
認
す
る
に
至
っ
て
い
な

い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
外
務
省
が
「
外
国
人
労
働
者
問
題
」
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
入
手
し
て
き
て
い

二



る
関
連
の
情
報
と
は
ど
の
様
な
も
の
か
、
ま
た
、
ロ
シ
ア
側
の
ど
こ
の
部
局
に
申
し
入
れ
を
行
い
、
事
実
確
認
に
努
め
て
い

る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
政
府
答
弁
書
」
に
あ
る
よ
う
に
、
外
務
省
が
「
外
国
人
労
働
者
問
題
」
に
つ
い
て
未
だ
公
式
な
確
認
も
で
き
ず
、
「
輸

出
問
題
」
や
「
養
殖
事
業
計
画
」
の
様
な
、
ロ
シ
ア
企
業
に
よ
る
我
が
国
企
業
が
輸
出
し
た
物
資
の
北
方
領
土
で
の
転
用
並

び
に
我
が
国
企
業
の
北
方
領
土
に
お
け
る
経
済
活
動
を
実
質
的
に
規
制
で
き
ず
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
北
方
領
土
の
実
効
支
配
が

強
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
承
知
す
る
と
こ
ろ
、
前
回
質
問
主
意
書
で
問
う
た
様
に
、
北
方
領
土
問
題
解
決
ま
で
の

間
、
北
方
領
土
へ
の
入
域
を
行
わ
な
い
旨
日
本
国
民
に
対
し
て
要
請
し
て
い
る
一
九
八
九
年
九
月
十
九
日
、
一
九
九
一
年
十

月
二
十
九
日
、
一
九
九
八
年
四
月
十
七
日
の
閣
議
了
解
（
以
下
、
「
閣
議
了
解
」
と
い
う
。
）
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

六

五
で
、
外
務
省
が
あ
く
ま
で
「
閣
議
了
解
」
の
見
直
し
は
行
う
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
る
の
な
ら
ば
、
「
輸
出
問
題
」

や
「
養
殖
事
業
計
画
」
に
具
体
的
に
ど
の
様
に
対
処
す
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
外
務
省
は
「
前
回
答
弁
書
」
で
、

「
外
務
省
と
し
て
は
、
こ
の
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
北
方
領
土
問
題
そ
の
も
の
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
の
方
針
の
下
、
引

三



き
続
き
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と
の
間
で
交
渉
す
る
考
え
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
北
方
領
土
問
題
は
解
決

に
向
け
て
何
ら
前
進
を
見
せ
て
お
ら
ず
、
右
答
弁
に
あ
る
様
な
態
度
で
は
「
輸
出
問
題
」
や
「
養
殖
事
業
計
画
」
を
は
じ

め
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
北
方
領
土
の
実
効
支
配
の
強
化
を
座
視
す
る
こ
と
に
等
し
く
、
逆
に
北
方
領
土
の
我
が
国
へ
の
返
還
を

遠
ざ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


